
（ 107 ） 

情報通信系学修課程 

 

人材養成の目的 

人に優しく持続的な高度情報通信社会をハードウェアとソフトウェアの両面から支える基盤技術と応用技術から成る

学問領域，すなわち，通信・ネットワーク，信号処理，VLSI（超大規模集積回路），コンピュータ，セキュリティ，メデ

ィア情報処理，生体情報処理，感覚情報処理，知的情報処理など情報通信分野の広範な学術・研究分野で，基礎的理解力

と応用発展力を養うことにより，世界第一級の力量をもつ研究者・技術者を養成することを目的とする。  

 

学修目標 

 本課程では，上記の目的の達成のために，次のような能力の修得を学修目標としている。 

  ・情報通信分野における研究・技術開発に必要な専門的学力 

  ・社会との関係の中で専門知識を活用して，新たな課題解決と創造的提案を行う力 

  ・情報通信分野に関する業務への従事に必要な能力と学識 

  ・科学技術情報を論理的に説明・文書化する能力をもち，議論を展開できる力 

  ・強い倫理観を持って研究等に携わる姿勢 

 

学修内容 

本課程では，「学修目標」で記載した「修得する能力」を身に付けるために，次のような特長を有するカリキュラムに

沿って学修する。 

  Ａ）情報通信分野の専門基礎の学修 

情報通信分野における研究・技術開発に必要な 200 番台の基盤科目を学修する。 

Ｂ）創造的提案力ならびに課題解決力の学修 

個別に設定した学士特定課題研究テーマに取り組むことにより，社会と研究・技術との関わりを学ぶとともに，

創造的提案力ならびに課題解決力について学修する。 

Ｃ）情報通信分野に関する業務への適応力の学修 

  300 番台の展開科目を通して，情報通信分野に関する業務を理解し，各業務に適応できる能力について学修する。 

Ｄ）論理的説明力ならびに文書力の学修 

学士特定課題研究を通して，日本語や英語を用いた論理的な説明力や文書力を学修する。 

  Ｅ）国内外の産業界等の動向に関する高度な視野の学修 

研究プロジェクトや学士特定研究を通して，国内外の情報通信産業の最新動向を学び，広い視野と強い倫理観を

身につけるための学修を行う。 

 

授業科目   ◎：必修科目 〇：選択必修 ★：英語開講科目 

身に付ける力は以下の通り。 

 1.国際的教養力  2.コミュニケーション力  3.専門力  4.課題設定力  5.実践力又は解決力 

科目

区分 

番

台 
科目コード 科目名 単位

身に付

ける力 

学修

内容 
備考 

専門

科目

(200

番台) 

200 ICT.C201.B ○   情報通信概論 2-0-0 3 5 A Ｂ群 

200 ICT.C205.B ○   通信理論（情報通信） 2-0-0 3 5 A Ｂ群 

200 ICT.C209.B ○   代数系と符号理論 2-0-0 3 5 A Ｂ群 
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科目

区分 

番

台 
科目コード 科目名 単位

身に付

ける力 

学修

内容 
備考 

専門

科目

(200

番台) 

200 ICT.C214.B ○   通信方式 2-0-0 3 5 A  Ｂ群 

200 ICT.E213.R ◎   情報通信実験 1 1-0-1 3 5 A   

200 ICT.E218.A ◎   情報通信実験 2 1-0-1 3 5 A   

200 ICT.H212.A ○   オートマトンと言語（情報通信） 2-1-0 3 5 A  Ａ群 

200 ICT.I203.B ○   交流回路 2-0-0 3 5 A  Ｂ群 

200 ICT.I207.B ○   線形回路 2-0-0 3 5 A  Ｂ群 

200 ICT.I211.B ○   論理回路設計 2-0-0 3 5 A  Ｂ群 

200 ICT.I216.B ○   計算機論理設計（情報通信） 2-0-0 3 5 A  Ｂ群 

200 ICT.M202.A ○   確率と統計（情報通信） 2-1-0 3 5 A  Ａ群 

200 ICT.M215.A ○   離散構造とアルゴリズム 2-1-0 3 5 A  Ａ群 

200 ICT.P204.R ◎   プログラミング基礎（情報通信） 1-0-1 3 5 A   

200 ICT.P208.R ◎   プログラミング発展 1-0-1 3 5 A   

200 ICT.S206.A ○   信号とシステム解析 2-1-0 3 5 A  Ａ群 

200 ICT.S210.B ○   ディジタル信号処理 2-0-0 3 5 A  Ｂ群 

200 ICT.H217.B ○   論理と推論 1-1-0 3 5 A  Ｂ群 

専門

科目

(300

番台) 

300 ICT.O320.L  ★ 科学技術者実践英語 1-0-0 125 C 
共 通 専 門 科 目

（XEN.E301） 

300 ICT.C301.L    ネットワーク基礎理論 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.C305.L    ネットワーク構成 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.C309.L    マルチメディア伝送工学 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.C315.L    暗号技術とﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.E304.R ◎   情報通信実験 3 0-0-2 5 C   

300 ICT.E314.R ◎   情報通信実験 4 0-0-1 5 C   

300 ICT.H318.L    人工知能基礎（情報通信） 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.E319.R ◎   情報通信実験 5 0-0-1 5 C   

300 ICT.H313.L    感覚知覚システム 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.I303.L    集積回路設計 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.I308.L    計算機ｱｰｷﾃｸﾁｬ（情報通信） 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.I312.L    線形電子回路 2-0-0 3 C   

300 ICT.I317.L    組み込みシステム 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.M306.L    コンピュータ数学 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.M310.L    数理計画法 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.M316.L    数値解析（情報通信） 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.S302.L    関数解析と逆問題 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.S307.L    統計的信号処理 2-0-0 3 5 C   

300 ICT.S311.L    機械学習（情報通信） 2-0-0 3 5 C   

研究

関連

科目 

(300

番台) 

300 ICT.Z381.R ◎   研究プロジェクト（情報通信系） 0-0-2 245 D, E   

300 ICT.Z389.R ◎   学士特定課題研究（情報通信系） 0-0-6 245 B, D, E   

300 ICT.Z391.L    学士特定課題プロジェクト1c（情報通信系） 0-0-1 245 D, E   

300 ICT.Z392.L    学士特定課題プロジェクト2c（情報通信系） 0-0-2 245 D, E   

300 ICT.Z393.L    学士特定課題プロジェクト3c（情報通信系） 0-0-3 245 D, E  

300 ICT.Z394.L   学士特定課題プロジェクト4c（情報通信系） 0-0-4 245 D, E  

300 ICT.Z395.L   学士特定課題プロジェクト5c（情報通信系） 0-0-5 245 D, E  

300 ICT.Z396.L   学士特定課題プロジェクト6c（情報通信系） 0-0-6 245 D, E  
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標準的履修例 

 

通信・ネットワーク・セキュリティ分野の標準的履修例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基盤数理・信号処理分野の標準的履修例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集積回路・計算機分野の標準的履修例 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間情報システム分野の標準的履修例 
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学士特定課題研究申請要件 

  (1) 研究プロジェクト(2 単位)を修得していること 

  (2) 必修の情報通信系専門科目 12 単位から 10 単位以上修得していること 

  (3) A 群から 9 単位以上，B 群から 8 単位以上修得していること 

  (4) 情報通信系標準学修課程専門科目群から 50 単位以上修得していること 

 

卒業要件 

  (1) 研究プロジェクト(2 単位)を修得していること 

  (2) 必修の情報通信系専門科目 12 単位を修得していること 

  (3) A 群から 9 単位以上，B 群から 8 単位以上修得していること 

  (4) 情報通信系標準学修課程専門科目群から 60 単位以上修得していること 

  (5) 学士特定課題研究(6 単位)を修得していること 

 

学修一貫（学士課程・修士課程一貫）の教育体系 

情報通信系では，学修一貫教育により，修士課程の情報通信系情報通信コースにおいて「情報通信分野に関する先端的

専門知識と技術，ならびに，より豊かな教養と国際コミュニケーション能力をさらに高い水準で修得することで，情報通

信分野におけるリーダーとして国際的に活躍できる人材」を養成することを目的とし，同コースでは次のような能力の修

得を学修目標としています。 

 

・情報通信分野における研究・技術開発に必要な専門的学力 
・関連分野の専門学力を自ら修得し，実践的問題解決に結びつける力 
・社会との関係の中で専門知識を活用して，新たな課題解決と創造的提案を行う力 
・国際的視野をもって研究・開発の潮流を理解し体系化する能力 
・情報通信分野に関する業務に従事するために必要な能力と学識 
・日本語及び英語によって科学技術情報を論理的に説明・文書化する能力をもち，議論を展開できる力 
・強い倫理観を持って研究開発等に携わる姿勢 

 

修士課程におけるカリキュラムには， 400 番台に，200～300 番台科目の総まとめ科目である情報通信統合論 I，情報

通信統合論 II，人間情報システム概論 I，人間情報システム概論 II が用意されている。これら以外に，下図の通り，

より専門性の高い「通信・ネットワーク・セキュリティ科目群」，「信号処理科目群」，「集積回路・計算機科目群」，「知

的情報処理科目群」，「メディア情報処理科目群」，「生体情報処理科目群」，「感覚情報処理科目群」が 400～500 番台に

開設されており，学士課程カリキュラムと有機的に結合されたカリキュラムになっている。 
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